
260' 

康

年

{専

稿

在

は

し

き

カ玉

一
九

O
二
年
に
第
一
回
第
二

回
の
波
情
を
苧
今
、
第
一
回
K
は

「蒸
山
楚
水
」
ト
九

o
m
-を
著
わ

し
、
日
記
「
己
亥
鴻
爪
記
略
」
を
残
し
、
第
二
固
に
は
「
激
情
記
」

筆
者
の
先
考
湖
南
は一

八
九
九
年
、

る。

日
記

「清
闘
再
激
記
要
」
を
も
の

し
て

い

一
昨
年
来
私
は
こ
れ
ら
の
日
記
頼
に
註
を
附
し
て
公
に
し
た。

を
朝
日
新
聞
に
辿
載
し、

一
八
九
九
年
は
戊
成
獲
法
の
翌
年
、

一
九

O
二
年
は
義
和
国
事
獲
と

日
露
戦
争
と
の
ち
ょ
う
ど
中
聞
の
年
K
あ
た
る
。

ζ

の
二
次
の
渡
清

K
L
F
い
て
湖
南
が
面
談
し
た
中
闘
人
土
は
必
よ
そ
政
府
要
人
、
新
聞

人

革
新
的
志
士
、

撃
者
に
わ
け
ら
れ
る
。

政
府
要
人
に
は
鮪
親

王
・
張
百
照

・
張
翼
・
李
盛
鐸

・
劉
皐
詞
等
、
志
士
に
は
文
廷
式

宗
伯
魯

・
張
元
済
等
、
新
聞
人
に
は
殿
復

・
方
若

・
託
康
年

・
文
廷

内

藤

由
a

戊

華
等
、
皐
者
に
は
羅
振
玉

・
夏
曾
佑
・
巌
修
・
沈
曾
植
・
劉
勢

・
李

希
聖
・
都
代
鈎

・
曹
廷
木
山
等
の
名
が
み
え
る
。
日
記
の
註
を
つ
け
る

た
め
に
、

私
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
事
略
を
多
少
調
べ
た
の
だ
っ
た
が
、
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そ
の
中
で
特
に
興
味
を
惹
い
た
の
は
文
廷
式
等
の
志
士
と
巌
復
等
の

新
聞
人
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

ζ

こ
で
志
士
と
い
う
の
は
だ
い
た
い
戊

成
製
法
運
動
に

一
役
買
い
、
政
獲
に
よ
っ
て
失
脚
し
た
人
た
ち
で
あ

り、
新
聞
人
も
、
そ
の
多
く
は
興
法
論
者
だ
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。

し

か
し
湖
南
の
交
際
し
た
こ
れ
ら
の
人
々
は
後
の
革
命
運
動
の
中
心
人

物
と
な
る
に
は
ナ
で
に
年
を
と
り
す
ぎ
て
hz
り
、
革
命
の
立
役
者
と

な
る
ζ

と
な
し
に
移
っ
た
の

で
、
中
K
は
そ
の
事
績
も
詳
し
く
は
わ

か
ら
な
い
人
さ
え
あ
る
。
た
だ
証
康
年
に
つ
い
て
だ
け
は
、
幸
に
し

て
そ
の
弟
の
在
詰
年
が
編
纂
し
た
「
迂
穣
卿
遺
著
八
巻
年
譜
一
巻
」

-
r
J
V一
時
料
が
先
考
の
蔵
書
の
中
に
見
出
さ
れ
、

正
康
年
の
言
論
の



ほ
と
ん
ど
全
部
が
収
録
さ
れ
ザ
し
い
る
。
そ
こ
で
私
は
亡
の
遺
著
と
年

譜
と
を
主
な
資
料
む
し
て
託
康
年
の
こ
と
を
少
し
詳
、し
く
紹
介
し

τ

み
よ
う
と
思
い
た
っ
た
次
第
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
が
こ
の
一
文
を
草
す
る
動
機
は
純
闘
争
術
的
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
個
人
的
な
閥
係
が
強
い
の
だ
が
、
し
か
し
強
い

て
附
曾
ナ
れ
ば
、

そ
と
に
は
多
少
の
意
義
も
な
く
は
な
い
。
と
い
う

い
つ
の
世
で
も
少
数
の
英
雄
の
物

語
れ
ジ
が
あ
り
勝
ち
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。
私
た

の
は
歴
史
の
書
と
い
う
も
の
は
、

ち
が
小
皐
校
や
中
皐
校
で
教
わ
っ
た
日
本
の
近
世
史
は
、
園
皐
者
だ

け
の
江
戸
時
代
史
と
、
明
治
維
新
と
憲
法
護
布
と
二
つ
の
職
勝
だ
け

の
明
治
史
だ
っ
た
。

一
方
今
日
の
中
園
近
代
史
研
宛
は
・
次
々
に
起
つ

た
革
命
運
動
の
英
雄
だ
け
の
物
語
り
に
移
つ

T
い
る
。
だ
い
い
ち
こ

れ
ら
の
英
雄
た
ち
が
相
手
に
し
て
職
か
っ
た
敵
の
拭
態
は
ほ
と
ん
ど

描
寓
さ
れ
な
い
。
戦
時
中
に
よ
く
見
せ
ら
れ
た
必
粗
末
な
職
争
映
重

と
h
F

ん
な
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
嘗
面
の
敵
よ
り
も
も
っ
と
始
末

の
悪
い
一
般
に
保
守
的
な
大
衆
の
朕
態
、
右
か
ら
左
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
段
階
に
あ
る
知
識
人
の
動
向
も
分
ら
な
い
し
、
中
回
戦
争
後
新
た

に
起
つ
元
中
園
の
言
論
機
関
の
大
勢
も
分
ら
な
い
。
要
す
る
に
英
雄
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た
ち
の
活
躍
ナ
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
ナ
ζ

し
極
端
に
い
え
ば
、
何

も
わ
か
ら
な
い
の
も
同
然
な
の
だ
。
注
康
年
の
言
論
の
あ
と
を
た
と

っ
て
ゆ
く
こ
と
は
、

ζ

の
大
き
な
近
代
史
の
あ
な
を
、
極
く
一
部
で

は
あ
る
が
埋
め
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
う
。
だ
が
資
料
も

少
く
、
皐
も
浅
い
。
所
詮
こ
れ
は
壌
術
論
文
と
い
う
よ
り
は
一
新
聞

人
に
劃
す
る
迫
田
記
に
ナ
き
な
い
。

資

料

に

つ

い

て

注
康
年
と
い
う
名
は
、
日
本
で
は
中
園
近
代
史
研
究
者
の
聞
で
さ

え
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
タ
人
名
辞
典
的
紹
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介
を
し
て
か
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

託
康
年
が
も
し
近
代
史
の
年
代
記
に
た
と
い
一
度
で
も
そ
の
名
を

列
ね
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
戊
戊
療
法
前
後
の
時
期
に

b
け
る
第
法

論
者
の
一
人
と
し
て
で
あ
り
、
彼
の
論
著
か
ら
代
表
的
な
一
篇
を
事

げ
る
と
す
れ
ば
、

一
八
九
六
年
八
河
に
旬
刊
雑
誌
「
時
務
報
」
に
の

せ
た
「
中
園
自
強
策
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
時
務
報
は
同
年
七

月
上
海
k
h
u
い
て
創
刊
さ
れ
た
政
治
評
論
雑
誌
で
、
嘗
時
二
四
歳
の

梁
啓
超
を
主
筆
と
し
、
在
康
年
は
経
理
を
権
首
し
た
。
こ
の
雑
誌
は

湖
贋
組
督
張
之
洞
の
財
政
的
後
援
が
大
き
か
っ
た
が
、
若
い
梁
啓
超

は
張
之
洞
の
干
渉
的
な
態
度
に
憤
慨
し
て
去
っ
た
の
で
、
そ
の
あ
と
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は
注
が
一
人
で
経
倍
し
た
。
注
康
年
は
こ
の
時
務
報
を
皮
切
り
に、

そ
の
後
一
九
一
一
年
九
月
踊
疾
の
た
め
五
九
歳
で
残
す
る
ま
で
報
紙

活
動
に
終
始
し
た
。
涯
は
一
八
六

O
年
の
生
れ
だ
か
ら
、
時
務
報
創

刊
の
と
き
は
ナ
で
に
三
七
歳
に
な
っ
て
い
た
。
年
齢
か
ら
い
え
ば
、

蓑
世
凱
ト
臥
五
・
康
有
寓
ト
uu
五
な
と
と
同
年
配
で
、
孫
文
ム
一
ハ
U
U

六

唐
才
常
ト
臥
六
・
謹
嗣
同
ト

utハ
.
章
一
明
麟
ヤ
一
竺
ハ
な
と
よ
り
や
や

年
長
、
巌
復
一
一
一
臥
五
・
文
廷
式

r
u五
・
林
静
一
一
一
一
一
五
な
と
よ
り
や

や
年
少
で
あ
る
。
注
の
思
想
は
今
日
の
分
類
で
は
い
わ
ゆ
る
改
良
主

張
之
洞
の
代
癖
者
の
よ
う
に
、

義
の
中
に
入
る
。

「
戊
成
繍
民
法
史
論

叢
」
の
著
者
湯
志
鈎
氏
な
ど
は
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、

は
た
し
て
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
死
ぬ
前
日
に
北
京
政
府
が
蓑
世
凱
を
起
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
と
を
耳
に
し
マ
「
今
ま
さ
に
共
和
を
主
張
ナ
。

ζ

の

人
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
震
る
べ
き
も
、

ワ
シ
ン
ト
ン
と
焦
る
能
わ
ざ
る
な

り
」
と
て
長
歎
息
し
た
と
い
う
。
ま
た
弟
の
注
詰
年
の
作
っ
た
年
譜

の
最
後
に
「
先
生
卒
日
結
え
て
激
烈
の
行
動
を
主
張
せ
歩
。
:
:
:
専

ら
望
み
を
政
府
の
自
ら
よ
く
改
革
し
て
、
:
:
:
危
の
天
下
に
及
ぶ
を

致
す
な
き
に
腐
ナ
:
:
:
」
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
隠
建
な
改
良
主
義
者

で
は
あ
っ
た
が
、
重
世
凱
の
よ
う
な
野
心
家
の
登
場
に
は
批
判
的
で

あ
っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
今
日
の
言
葉
で
い
え
ば
い
が
ゆ
る
良
識
の

持
主
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

資
料
に
つ
い
て
一
言
し
て
訟
き
た
い
。
私
の
手
許
に
あ
る
の
は
前

記
「
注
穣
卿
遺
著
」
(
以
下
「
遺
著
」
と
略
稽
)
だ
け
だ
が
、
湯
志
鈎

氏
の
「
戊
戊
繁
法
史
論
叢
」
(
以
下
「
湯
氏
論
叢
L

と
略
稽
)
に
よ
る

と、

ζ

の
ほ
か
に
や
は
り
弟
の
詰
年
が
編
し
た
「
注
穣
卿
先
生
俸
記

遺
文
L

な
る
も
の
が
あ
り
、
上
海
歴
史
文
献
圃
書
館
に
は
「
在
穣
卿

先
生
師
友
手
札
」
が
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
二
種
は
「
中
園
近

代
史
資
料
叢
刊
戊
成
第
法
」
(
「
叢
刊
戊
戊
獲
法
」
と
略
稽
)
第
四
冊

所
収
の
書
目
解
題
に
は
み
え
な
M

円
か
ら
、
最
近
渡
見
さ
れ
た
も
の
で
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
注
康
年
が
護
刊
し
た
報
紙
は
多
い
が
、
私

が
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
時
務
報
」
だ
け
で
あ
る
。

ζ

の
旬
刊

雑
誌
は
一
八
九
六
年
八
月
九
日
(
奮
暦
九
月
一
日
)
の
第
一
冊
か
ら

一
八
九
八
年
八
月
八
日
(
奮
暦
六
月
一
一
一
日
)
の
第
六
九
冊
ま
で
績

い
た
。
「
時
務
報
」
ば
一
八
九
八
年
七
月
に
「
時
務
官
報
」
に
な
り
康

有
潟
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
証
康
年
は
別
に
「
昌
言
報
」

を
上
海
で
創
刊
し
た
。
ζ

れ
は
一
八
九
八
年
八
月
十
七
日
(
嘗
暦
七

月
一
日
)
の
第
一
時
か
ら
同
年
十
一
月
十
九
日
の
第
十
切
で
停
刊
に

な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
涯
は
評
論
雑
誌
で
あ
る
「
時
務
報
」
の
ほ

か
に
、
日
々
の
情
報
を
の
せ
る
新
聞
の
必
要
を
感
じ
て
、
日
刊
紙
「
時



務
日
報
」
を
一
八
九
八
年
五
月
一
一
一
日
(
奮
暦
三
月
一
一
一
氏
)
に
上

海
で
創
刊
し
た
。
そ
し
て
同
年
八
月
十
七
日
に
「
中
外
日
報
」
と
改

名
し
て
、

こ
の
新
聞
は
一
九

O
八
年
四
月
ま
で
績
い
た
。
以
土
の
知

識
は
湯
氏
論
叢
の
ニ
四
三
頁
以
下
「
戊
戊
獲
法
前
的
拳
曾
和
報
刊
」

に
よ
っ
た
。
叢
刊
戊
戊
興
法
の
書
自
に
よ
れ
ば
「
昌
言
報
」

「
中
外

日
報
」
は
北
京
大
拳
聞
書
館
に
所
醸
し
て
い
る
ら
し
い
が
、

む
ろ
ん

わ
れ
わ
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
た
ち
の
も
の
で
は
な
い
。
え
公
振
の

「
中
園
報
皐
史
」
そ
の
他
に
よ
る
と
、
注
康
年
は
さ
ら
に
、
一
九

O

七
年
K
北
京
で
「
京
報
」
を
護
刊
し
、
ひ
き
つ
づ
き
一
九
一

O
年
十

月
に
五
日
刊
紙
「
額
一
一
戸
一
一
間
報
」
を
護
刊
、
と
れ
は
証
康
年
の
残
年
、

九
一
一
年
ま
で
績
い
た
。
ζ

れ
ら
の
資
料
も
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
王
穣
卿
遺
著
」
は
「
叢
刊
戊
戊
興
法
」
も
少
し
採
録
し
て
必
り
、

巻
末
の
書
目
解
題
中
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。
東
方
皐
舎
の
「
近
百

年
来
中
園
文
文
献
現
在
書
目
」
に
よ
る
と
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
・

東
洋
文
庫
・
園
舎
聞
書
館
に
あ
り
、
珍
本
と
い
う
ほ
と
の
も
の
で
も

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
誰
も
が
見
て
い
る
本
で
も
・
な
さ
そ
う
な
の
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で
ち
ょ
っ
と
説
明
し
て
・
お
こ
う
。
弟
の
注
詰
年
が
一
編
纂
し
た
も
の
で
、

刊
記
は
な
い
が
序
文
や
題
字
は
庚
申
-
(
一
九
二

O
年
)
と
な
っ
て
い

る
。
本
文
八
巻
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
「
時
務
報
」
よ
り
「
甥
一
吉
田
報
」

に
至
る
新
聞
に
出
た
文
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
の
著
作
は
な
い
よ
う
だ
。

巻
頭
に
唐
文
治
撰
の
俸
と
注
詰
年
撰
の
年
譜
が
あ
り
、
年
譜
の
方
は

「
叢
刊
戊
成
出
現
法
」

K
も
節
録
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
に
出
た
文
に
は

ナ
べ
て
年
月
日
と
報
紙
名
が
明
記
し
て
あ
る
が
、
未
刻
稿
の
分
は
、

識
語
に
「
文
之
を
衣
ナ
る
に
年
月
日
を
以
て
ナ
」
と
い
っ
て
は
あ
る

が
年
月
日
は
-
記
し
て
な
い
。
日
刊
紙
「
中
外
日
報
」
に
も
論
読
を
た

く
さ
ん
書
い
た
の
だ
が
、

そ
れ
ら
に
は
署
名
が
な
く
、
確
定
し
難
い

の
で
省
い
た
と
あ
る
。
「
京
報
」
に
も
署
名
は
な
い
が
、
終
始
と
も
に

- 17ー

事
に
嘗
っ
た
証
仲
卓
君
が
一
々
識
別
し
て
く
れ
た
。
「
鋸
言
報
」
は
ぜ

ん
ぷ
兄
が
一
人
で
書
い
た
も
の
だ
か
ら
問
題
は
な
い
、

と
弟
の
詰
年

が
記
し
て
い
る

Q

と
に
か
く
相
嘗
慎
重
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
他
人
の
作
が
混
入
し
て
い
る
と
い
っ
た
心
配
は
ま
や
ノ
無
さ
そ
う

で
る
る
。

以
上
は
い
わ
ば
直
接
資
料
だ
が
、

こ
の
ほ
か
に
湯
志
鈎
氏
の

戊

成
獲
法
史
論
叢
」
(
一
九
五
七
年
一
一
月
湖
北
人
民
出
版
社
)
は
、
わ

れ
わ
れ
の
見
ら
れ
な
い
「
涯
棲
卿
先
生
遺
文
」
や
「
在
穣
卿
先
生
師

友
手
札
」
か
ら
た
く
さ
ん
引
用
し
て
い
る
離
で
大
い
に
役
に
立
っ
た
。

ま
た
こ
の
書
は
戊
戊
繁
法
に
つ
い
て
の
最
も
詳
し
い
綜
合
的
研
究
で
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あ
る
融
で
も
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
一
般
的
な
資
料
と

し
て
は
特
に
翠
げ
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、

ど
く
普
通
の
も
の
を
手

許
に
揃
え
得
た
に
ナ
ぎ
な
い
。
「
東
華
績
録
」
「
宣
統
政
記
」
「
白
星
朝
経

世
文
三
編
」
「
清
史
稿
」
「
叢
刊
戊
成
興
法
」

「叢
刊
義
和
圏
」
「
叢
刊

辛
亥
革
命
」
「
中
園
報
事
史
」
「
中
園
近
代
出
版
史
料
」
侶
「
碑
停
集
」

紅
績
の
類
で
あ
る
。正

康

年

略

俸

注
康
年
が
活
躍
し
た
の
は
彼
が
「
時
務
報
」
を
始
め
て
か
ら
以
後
、

す
な
わ
ち
一
八
九
六
年
以
後
の
と
と
だ
が
、
私
の
目
的
の
牟
分
は
在

康
年
そ
の
人
の
事
績
を
-
調
べ
る
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

一
躍
年
譜
に
よ

っ
て
そ
れ
以
前
の
ζ

と
を
も
見
て
み
よ
う
と
思
う
。

注
康
年
は
一
八
六

O
年
時
間
肘
一
月
一
一
一
日
に
生
れ
た
。
は
じ
め
名

を
瀕
年
、
{
子
を
梁
卿
と
い
っ
た
が
、
十
九
歳
の
時
に
名
を
康
年
、
字

を
穣
卿
と
改
め
た
。
{
子
は
ま
た
毅
伯
と
も
い
い
、
晩
年
に
は
自
分
で

依
伯
と
字
し
た
。
先
租
は
徽
州
賂
際
刷
版
徽
の
人
だ
っ
た
が
明
末
に
杭

州
銭
塘
限
必
…
江
に
籍
を
移
し
た
。
五
世
の
視
の
憲
一
ほ
書
を
蔵
品
3

る
を

噛
ん
だ
が
、
乾
隆
年
聞
に
四
世
の
-
耐
の
汝
環
は
四
庫
舘
に
六
百
飴
種

の
書
籍
を
進
呈
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
首
時
職
書
家
は
漸
東
の
古
氏

天
一
閣
と
湖
西
の
注
氏
振
締
堂
と
が
並
び
稽
せ
ら
れ
た
。
曾
祖
父
誠

は
孝
人
に
及
第
し
刑
部
江
西
司
主
事
に
な
っ
た
。
-
祖
父
は
蓮
孫
、
父

曾
本
は
一
八
五
一
年
成
豊
奉
人
、
漸
江
省
景
寧
燃
の
儒
曲
学
教
誌
に
な

元
年

っ
た
。

一
九
六

O
年
康
年
が
生
れ
て
ま
も
な
く
杭
州
が
太
卒
軍
の
兵

森
氏
に
あ
っ
た
の
で
、
家
族
は
湖
州
一
耕
一階
の
新
市
銀
に
難
を
避
け
、

の
ち
さ
ら
に
江
西
の
瑞
洪
銀
K
避
難
し
、
数
年
間
そ
の
地
に
居
た
。

一
八
六
三
年
、
康
年
が
三
歳
の
と
き
、
父
は
曾
試
に
鹿
や
ノ
る
た
め
に

休
職
、を
願
出
て
船
で
車
内
職
に
ゆ
き
、
家
族
ば
陸
路
与
に
至
り
、
と
こ

で
や
っ
と
ゆ
っ
く
り
居
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
康
年
が
長
じ
マ

も
身
馳
胞
が
弱
か
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
幼
時
の
流
離
の
生
活
の
た
め

- 18ー

だ
っ
た
。
七
歳
の
時
次
弟
詰
年
が
、

十
一

歳
の
時
三
弟
洛
年
が
生
れ

た
。
ζ

の
ほ
か
に
二
人
の
姉
と
一
人
の
妹
が
あ
っ
た
。
父
は
贋
東
で

金
を
出
し
て
知
燃
に
な
り
は
し
た
が
、
方
正
な
人
だ
っ
た
の
で
い
っ

も
貧
乏
で
、

一
八
八
二
年
卒
し
た
時
に
は
、
家
に
は
何
の
た
く
わ
え

も
な
く
、
数
千
金
の
負
債
が
あ
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。
時
に
康
年

は
二
十
三
歳
。

一
家
は
母
の
閥
氏
の
ほ
か
十
八
歳
の
妹
と
十
七
歳
の

詰
年
と
十
三
歳
の
洛
年
と
の
大
世
帯
だ
っ
た
。
母
は
と
の
突
然
の
不

幸
に
終
日
悲
歎
に
暮
れ
て
い
た
が
、
康
年
は
力
を
フ
く
し
て
父
の
葬

い
を
と
に
か
く
す
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
康
年
は
十
九
歳
の
と
き



海
路
杭
州
に
ゆ
き
童
試
に
臨
じ
v

銭
塘
問
問
臨
時
ア
に
入
皐
し
た
が
、
父
は

貧
し
か
っ
た
の
で
皐
費
の
代
り
に
遁
志
堂
鰹
解
一
部
を
興
え
、
こ
れ

を
買
れ
と
い
っ
た
が
、
康
年
は
そ
れ
を
買
る
に
忍
び
歩
、
人
に
賃
貸

・

と
い
う
逸
話
も
あ
っ
た
。

父
が
死
ん
だ
の
で
一
家
は
康
東
を
引
き
上
げ
て
杭
州
に
移
っ
た
。

し
て
何
と
か
や

っ
て
の
け
た
、

杭
州
に
は
知
合
も
・
な
か
っ
た
が
、
康
年
は
家
庭
教
師
や
試
験
委
員
の

助
手
な
ど
を
し
て
や
っ
と
月
収
二
四
国
を
得
、

ζ

れ
だ
け
で
一
家
を

養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
か
っ
た
。
母
は
ま
え
か
ら
肝
疾
が
あ
っ
て
い

つ
も
家
に
欝
々
と
し
て
い
た
の
で
、
康
年
は
欲
し
い
と
い
う
も
の
は

み
な
買
い
と
と
の
え
て
母
を
心
配
さ
せ
・
な
か
っ
た
。
外
か
ら
居
間
る
た

び
に
世
間
話
し
ゃ
知
人
の
逸
事
な
と
を
長
々
と
話
し
て
聞
か
せ
、
そ

の
た
め
母
も
時
々
は
笑
っ
た
。
二
六
歳
の
と
き
元
の
正
妻
の
王
氏
が

家
に
蹄
っ
て
き
た
と
年
譜
は
い
う
。
い
つ
結
婚
し
た
の
か
は
分
ら
な

一
九
八
八
年
、
二
九
歳
の
と
き
、
淑
江
皐
政
撞
鴻
機
に
選
ば
れ

τ六
人
の
中
の
三
番
で
優
貫
生
に
な
り
、
翌
年
秋
に
は
湖
江
の
郷
試

レ言。に
臆
じ
て
六
番
で
合
格
し
た
。
こ
の
時
の
試
験
官
は
李
文
田
・
陳
鼎

だ
っ
た
。
一
八
九
二
年
三
三
歳
、
入
京
し
て
曾
試
に
臆
じ
二
七
番
で

・
及
第
し
た
。
主
試
は
翁
同
鯨
・
祁
世
長
等
だ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
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一
八
九

O
年
、
康
年
は
南
湖
総
督
張
之
洞
の
招
き
に
臆
じ
て
武
昌
に

ゆ
き
、

そ
の
孫
の
家
庭
教
師
に
な
り
、

つ
い
で
張
之
洞
の
建
て
た
自

強
書
院
の
編
輯
に
任
じ
、

ま
た
南
湖
書
院
の
教
師
に
な
っ
て
い
た
。

武
昌
を
僻
し
た
の
は
一
八
九
六
年
で
あ
る
。
武
昌
滞
在
中
に
彼
は
故

郷
の
杭
州
に
質
撃
を
教
え
る
同
学
校
が
ま
だ
な
い
の
を
遣
搭
と
し
、
一

八
九
五
年
に
た
ま
た
ま
あ
る
寺
が
官
に
波
収
さ
れ
た
の
を
聞
い
て
杭

州
に
と
ん
で
掃
り
、
人
々
を
説
い
て
と
れ
を
拳
校
に
し
よ
う
と
し
た
。

ζ

れ
は
邪
魔
す
る
人
が
あ
っ
て
果
さ
・
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
も
時
々

と
う
と
う
一
八
九
七
年
に
求
是
書
院
の
設
立
に
成

功
し
た
。

ζ

の
皐
校
は
一
九

O
一
年
求
是
大
皐
堂
と
改
名
し
、
さ
ら

官
紳
を
遊
説
し
、

-19 -

に
淑
江
高
等
皐
堂
と
改
め
て
、
数
年
の
聞
に
少
か
ら
ぬ
人
材
を
と
ζ

か
ら
出
し
た
。
民
闘
に
な
っ
て
省
立
高
等
皐
校
の
底
止
に
伴
い
ζ

の

皐
校
も
な
く
な
っ
た
が
、
み
ん
な
ζ

れ
を
惜
ん
だ
。
求
是
書
院
に
つ

い
で
翌
年
軍
基

d

館
が
杭
州
に
設
け
ら
れ
る
と
き
に
も
証
康
年
は
そ
の

成
立
を
援
助
し
た
。

以
上
が
注
康
年
が
「
時
務
報
」
を
創
刊
し
て
言
論
界
に
重
き
を
な

ナ
ま
で
の
略
歴
で
あ
る
。
今
日
か
ら
ナ
る
中
園
近
代
史
の
鳥
敵
で
は
、

証
康
年
の
活
躍
は
戊
戊
繁
法
ま
え
の
彼
の
自
強
論
や
参
周
民
権
論
ぐ

ら
い
し
か
限
に
入
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

こ
の
鳥
敵
の
高
度
を
も
う
少

し
彼
の
時
代
に
近
づ
け
た
ば
あ
い
に
は
、
彼
の
言
読
は
少
く
と
も
彼
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の
在
世
中
を
通
じ
寸
い
つ
も
世
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
知
る
の
で
あ
る
。
私
は
本
稿
に
hz
い
て
は
近
代
史
概
読
的
な

硯
度
で
な
く
、
も
う
少
し
近
現
的
な
覗
度
で
注
康
年
の
生
き
た
時
期

を
み
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
彼
の
略
歴
も
戊
戊
繁
法
前
後
を
特

に
重
貼
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
で
な
し
に
、
彼
の
残
年
ま
で

を
同
じ
詳
し
さ
で
叙
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

甲
午
中
日
戦
争
に
敗
れ
て
、

中
閣
の
心
あ
る
人
士
は

も
は
や
李
鴻
章
な
ど
の
洋
務
だ
け
で
は
園
家
を
救
う
こ
と
が
で
き
な

時
務
報
時
代

い
こ
と
を
は
っ
き
り
知
り
、
教
育
政
治
の
一
切
を
改
め
る
、
す
な
わ

ち
幾
法
ナ
る
の
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
感
じ
は
じ
め
た
。
注
康
年
は

後
法
を
宣
俸
鼓
吹
す
る
た
め
に
一
つ
の
新
聞
を
創
め
る
こ
と
が
先
決

問
題
と
考
え
た
。
そ
れ
で
張
之
洞
に
別
れ
を
告
げ
て
商
埠
(
上
海
を

指
す
)
に
至
っ
て
資
を
集
め
て
報
祉
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
。
張
之

洞
は
注
が
去
る
の
を
つ
と
め
て
阻
ん
だ
が
、
)
注
は
そ
れ
を
ふ
り
切
っ

て
、
結
局
奔
走
学
年
の
後
つ
い
に
上
海
に
時
務
報
館
を
設
け
た
。
時

に
梁
啓
超
は
北
京
に
い
た
が
、
注
は
こ
れ
を
招
い
て
主
筆
と
し
、
自

分
は
経
理
の
と
と
に
あ
っ
た
。

一
八
九
六
年
七
月
の
ζ

と
で
あ
る
。

か
く
て
七
月
一

日
闘
に
護
刊
さ
れ
た
第
一
冊
か
ら
梁
魯
超
は

「
鑓
法

通
議
自
序
」
を
手
は
じ
め
と
し
て
毎
櫛
「
繁
法
適
議
」
を
漣
載
し
始

め
た
。
注
康
年
自
身
も
第
四
冊
刊
刊
に
有
名
な
「
中
園
自
強
策
」
を
、

第
九
時
刊
日
一
一
に
「論
中
園
参
用
民
機
之
利
盆
」
を
掲
げ
て
鑓
法
の
大

綱
止
を
論
じ
た
。
「
時
務
報
」
の
最
終
冊
で
あ
る
第
六
九
冊
~ハ
臥
1
4
昨

の
「
論
商
人
慮
置
東
亜
之
意
」
と

「論
宜
令
全
閣
議
求
武
事
」
の
二

篇
を
最
後
と
し
て
圧
が
時
務
報
に
書
い
た
論
文
は
「
遺
著
」
に
よ
れ

ば
前
後
十
二
篇
に
な
る
。
時
務
報
が
ひ
と
た
び
出
づ
る
や
、

内
を
風
廃
し
、
数
ヶ
月
の
聞
に
そ
の
護
行
部
数
は
禽
を
こ
え
る
に
至

時
海

り
、
梁
階
特
超
の
名
は
こ
れ
に
よ
っ
て
念
に
さ
わ
ぎ
た
て
ら
れ
る
こ
と

同
叫

に
な
っ
た
。
同
時

r新
聞
は
そ
れ
ま
で
の
単
な
る
ゴ
シ
ッ
プ
新
聞
か
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ら

一
躍
政
治
新
聞
に
ま
で
向
上
幾
質
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
地
位

も
梁

・
涯
の
力
に
よ
っ
て
、
張
之
洞
の
い
わ
ゆ
る

「無
韻
文
人
」
か

ら
政
治
改
革
を
理
想
と
す
る
最
高
級
の
一
評
論
家
に
ま
で
高
ま
っ
た
。

民
の
意
味
に
お
け
る
中
園
近
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
ま
こ
と
に
時

務
報
に
は
じ
ま
る
と
い
え
る
。
張
之
洞
と
時
務
報
と
の
閥
係
、
梁
啓

超
が
張
之
洞
の
干
渉
に
憤
慨
し
て
一
八
九
七
年
冬
上
海
を
去
る
い
き

さ
つ
な
と
は
湯
志
鈎
氏
が
詳
述
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
次
章
に
の
べ

る
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
で
は
注
の
略
歴
を
績
け
る
。

年
譜
は
一
八
九
六
年
の
僚
に
繋
け
て
、
注
康
年
が
、
昔
時
上
海
で

農
闘
争
舎
を
主
宰
し
て
い
た
羅
振
玉
と
謀
っ
て
、
新
た
に
東
文
問
問
中

d

合
を



設
立
し
て
日
本
語
教
授
を
は
じ
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
意
聞
ナ

る
と
と
ろ
は
、
嘗
時
中
園
で
外
書
の
撫
静
と
い
え
ば
算
皐
汽
機
の
類

か
格
致
問
帆
醤
間
半
の
書
に
限
ら
れ
、
各
園
政
法
や
歴
史
地
理
の
警
は

鮮
か
っ
た
。
た
ま

K
詩
書
が
あ
っ
て
も
課
文
が
ま
や

J

い
の
で
筆
者
は

み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
と
で
日
本
文
を
習
わ
せ
て
、

こ
れ
ら
人

文
科
皐
の
書
を
大
い
に
融
課
し
て
中
園
人
を
魯
蒙
し
・
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
に
る
っ
た
。
ζ

の
東
文
副
学
祉
は
の
ち
の
日
本
詩
書
の
盛
行

の
先
騒
を
な
ナ
も
の
で
あ
り
、

ζ

の
皐
祉
を
卒
業
後
日
本
に
留
皐
し
、

の
ち
に
著
名
に
な
っ
た
政
界
築
界
の
人
士
は
多
か
っ
た
。
王
国
維
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。
年
譜
の
作
者
は
東
文
率
合
の
件
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
詳
し
く
な
い
が
、
羅
振
玉
の
「
集
掌
編
」
に
は
か
な
り
詳
し
く

で
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
羅
振
玉
は
一
八
九
六
年
冬
一
時
間
一
律
に
四

蒋
舗
と
と
も
に
上
海
に
曲
夜
間
学
舎
を
設
け
、
牢
月
刊
の
「
且
民
事
報
」
を

刊
行
し
て
い

た。

ζ

の
雑
誌
に
日
本
の
曲
波
書
の
醗
諜
を
も
載
せ
た
い

一
八
九
七
年
ヘ春
渡
清
し
て
馬
建
忠
と
新
聞
を
経
営
し
て
い

た
藤
田
剣
…
完
了
}
招
鴨
し
て
融
課
に
嘗
ら
せ
た
。
ζ

れ
が
契
機
と
な

っ
て
意
気
投
合
し
た
二
人
は
日
支
親
善
運
動
を
起
そ
う
と
考
え
、
来

と
考
え
、

清
の
日
本
人
土
は
必
歩
中
園
の
士
夫
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
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な
O
た
。
そ
の
際
言
葉
が
通
じ
な
い
の
が
第
一
の
難
嗣
だ
か
ら
ま
や

J

日
本
語
皐
校
を
作
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
東
文
拳
祉
が
で
き
、
藤
田
創

峯
と
田
岡
嶺
雲
が
そ
の
教
師
に
な
っ
た
。
開
校
し
た
の
は
一
九
九
八

年
の
五
月
だ
っ
た
が
、

八
月
に
政
後
が
起
り
生
徒
の
三
分
の
一
は
去

一
時
は
財
政
的
に
も
大
い
に
困
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
次
第
で

羅
振
玉
は
東
文
闘
争
社
創
立
に
つ
い
て
は
べ
つ
に
注
康
年
の
ζ

と
に
は

り何
も
ふ
れ
マ
い
な
い
。
し
か
し
注
康
年
と
羅
振
玉
の
交
際
は
、
涯
が

上
海
に
来
て
時
務
報
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
次
第
に
親
し
く
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
年
譜
に
の
べ
て
あ
る
よ
う
に
、
新
し
い
人

文
科
皐
諸
書
を
日
本
文
か
ら
諜
ナ
る
必
要
な
ど
を
と
も
に
語
り
合
つ

- 21ー

た
と
し
て
も
な
ん
ら
不
思
議
は
な
い
。

湯
志
銅
氏
の

「戊
成
愛
法
史
論
叢
」

の
「
戊
成
繁
法
前
的
皐
禽
和

報
刊
」
と
い
う
節
に
不
纏
足
禽
と
い
う
禽
名
が
み
え
る
。
そ
の
瑳
起

人
の
う
ち
K
梁
啓
超
・
褒
孟
華
と
と
も
に
注
康
年
が
名
を
列
ね

γ-
い

る
。
湯
氏
に
よ
る
と
、

一
八
九
七
年
七
月
に
上
海
に
創
立
さ
れ

は

じ
め
時
務
報
が
寝
起
し
た
が
の
ち
大
同
課
書
局
に
移
っ
た
。
目
的
は

合
名
が
示
ナ
よ
う
に
女
子
の
纏
足
の
風
を
止
め
る
た
め
の
合
同
だ
が
、

面
白
い
の
は
舎
員
は
男
子
も
入
禽
し
て
、
男
子
合
員
は
合
員
の
女
子

か
纏
足
し
な
い
女
子
と
し
か
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
合
則
に
な
っ

て

b
り、

不
纏
足
女
子
の
結
婚
難
を
あ
ら
か
じ
め
防
止
し
よ
う
と
い
う
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仕
組
で
あ
る
。
同
年
十
月
臨
の

「時
務
報
」
に
は
、
議
嗣
同
が
執
筆

し
た
湖
南
不
纏
足
禽
嫁
衆
章
程
を
載
せ

T
い
る
じ
、
十
二
月
間

「
時
務
報
」
第
五
十
冊
K
は
四
川
省
の
嘉
定
不
纏
足
禽
章
程
が
あ
る
。

こ
の
曾
則
で
は
娘
を
持
つ
親
の
こ
と
ま
で
き
め
て
い
る
。
未
だ
纏
足

し
て
な
い
娘
を
纏
足
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
勿
論
、
す
で
に
纏
足

を
は
じ
め
た
も
の
も
十
歳
以
内
で
ま
だ
縁
談
の
な
い
も
の
は
纏
足
を

解
放
せ
よ
と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。
湯
氏
は
蹟
東
省
の
潮
州
に
も
こ

の
禽
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
全
園
的
な
運
動
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
・
な
い
。

一
八
九
七
年
冬
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
注
康
年
は
湖
南
の
人
曾

敬
胎
と
日
本
に
遊
び
、
政
治
風
俗
学
}
視
察
し
た
。
ζ

の
放
行
に
つ
い

て
私
は
何
ら
か
の
資
料
が
な
い
か
と
探
し
た
が
駄
目
だ
っ
た
。

一
八
九
八
年
、
康
年
三
九
歳
。
ζ

の
年
五
月
十

一
日
、

奮
暦
三
月

一
一
一
日
、

日
刊
紙
「
時
務
日
報
」
を
創
刊
し
、

八
月
十
七
日
「
中
外

日
報
」
と
改
名
し
た
。
け
だ
し
「
時
務
報
」
は
幾
法
を
宣
傍
ナ
る
の

が
主
な
目
的
の
旬
刊
雑
誌
な
の
で
、
時
政
を
評
論
す
る
こ
と
が
鮮
い
。

そ
こ
で
中
外
の
大
事
や
時
政
の
得
失
を
評
論
す
る
た
め
に
と
の
新
聞

を
創
っ
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
は
経
理
か
ら
企
輩
撰
述
に
い
た
る
ま

で
自
分
一
人
で
や
っ
寸
い
た
。

日
中
に
は
探
訪
に
出
か
け
、
タ
に
は

撰
述
す
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
が
、
記
事
は
詳
核
、
議
論
は
卒
正
だ

の

っ
た
の
で
、

し
だ
い
に
土
大
夫
に
重
視
さ
れ
、
頁
ゆ
き
も
よ
く
な
っ

た
。
こ
の
年
上
海
の
併
人
が
四
明
時
間
の
の
公
所
の
義
塚
町
一
縁
を
強

奪
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
寧
波
の
人
々
は
大
い
に
慣
起
し
て
悌
人
と

け
ん
か
を
し
た
。
注
康
年
は
新
聞
で
、

は
じ
め
は
寧
波
人
の
味
方
を

し
て
強
奪
の
不
可
を
示
し
、

つ
い
で
彼
ら
を
戒
め
て
無
軌
道
に
走
る

な
と
い
う
意
見
を
謎
表
し
た
。
そ
こ
で
寧
波
人
は
全
般

一
致
し
て
傍

人
と
争
い
、
終
始
不
穏
や
田
な
こ
と
を
し
・
な
か
っ
た
し
、
俳
人
も
譲
歩

ζ

れ
は
み
な
報
紙
の
力
だ
っ
た
。
こ
の

し
て
無
事
に
収
ま
っ
た
が
、
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年
は
愛
法
と
政
繁
の
年
で
あ
る

K
も
拘
ら
や
ノ年
譜
は
そ
れ
に
は
一
言

も
ふ
れ
て
い
な
い
。
「
時
務
報
」
は
こ
の
年
七
月
に
「
時
務
官
報
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
圧
は
ベ
フ
に
「
昌
言
報
」
を
護
刊
し
た

が
十
一
月
第
十
冊
を
以
て
停
刊
し
た
。
梁
鼎
ザ
分
を
線
董
と
し
て
、
時

務
報
と
同
じ
陸
例
で
編
輯
し
て
い
た
が
九
月
の
政
鑓
後
梁
は
上
海
を

去
り
、

日
本
人
安
藤
虎
雄
が
総
監
と
な
っ
た
。
昌
言
報
に
は
康
年
自

身
は
執
筆
し
な
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
ほ
か
に
何
か
理
由
が
あ
っ

て
か
、
「
遺
著
」
は
ζ

の
時
期
の
も
の
は
一
つ
も
採
録
し
て
い
な
い
。

年
譜
も
識
語
も
昌
言
報
に
は
ぜ
ん
ぜ
ん
言
及
し
て
W
な
い
。

私
は

「
湯
氏
論
叢
」

E
E
K
ょ
っ
た
。
こ
の
年
九
月
開
夫
人
の
王
氏
が
肺
疾



で
・
な
く
な
っ
た
。

ζ

の
夫
人
は
康
年
の
母
開
氏
が
そ
の
容
貌
端
荘
、

性
情
腕
篤
な
る
を
見
こ
ん
で
嫁
に
も
ら
っ
た
人
だ
っ
た
が
、
康
年
も

気
に
入
っ
て
炉
て
夫
婦
仲
は
よ
か
っ
た
の
で
、
彼
は
た
い
へ
ん
悲
ん

だ
。
た
だ
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
い
っ
正
式
に
結
婚
し
た
り
か
、
い

っ
と
う
い
う
事
情
で
家
を
出
て
、
康
年
が
二
六
歳
の
と
き
家
に
踊
っ

て
き
た
の
か
、
年
譜
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
編
纂
者
で
あ
る
弟
詰

年
は
、
事
情
を
知
て
治
っ
て
わ
ざ
と
書
か
喝
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
王
氏
は
金
壇
の
王
希
曾
の
長
女
だ
っ
た
と
あ
る
。
子
供
は
な
か

っ
た
。一

八
九
九
年
は
年
譜
は
何
も
書
い
て
い
な
い
0

4
ζ

の
年
内
藤
湖
南

は
渡
清
し
、

上
海
で
注
康
年
と
再
三
舎
っ
て
い
る
が
、

つ
い
に
時
務

を
談
や
ノ
る
暇
が
・
な
か
っ
た
と
て
、

そ
の
禽
見
記
は
「
燕
山
楚
水
」
に

は
み
え
な
い
。
日
記

-「
己
亥
鴻
爪
記
略
」
に
よ
れ
ば
、

は
じ
め
て
湖

南
が
証
に
中
外
日
報
館
で
曾
っ
た
の
は
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
、

の
晩
い
っ
し
ょ
に
丹
桂
茶
園
へ
芝
居
を
見
に
い
っ
て
い
る
。

一
九

O
O年
十
一
月
臨
母
の
閥
氏
が
卒
し
た
。
十
五
年
ほ
ど
ま
え

、に
こ
の
人
は
大
病
を
患
い
、
そ
の
後
も
肝
疾
で
な
や
ん
で
い
た
が
精

神
は
し
っ
か
り
し

τい
た
ら
し
い
o
t
康
年
は
ζ

の
母
に
た
い
へ
ん
孝
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行
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
え
に
の
べ
た
。
こ
の
年
義
和
圏
の
範
が
起
つ

た
。
康
年
は
、
邪
民
の
繁
を
醸
し
、
政
府
の
園
を
踊
ナ
る
こ
と
は
責

一
方
人
民
の
拳
を
信
ナ
る
心
理
や
排
外
の
縁
由
を
明
か
に
し
て
、

め中
園
人
ば
か
り
が
悪
い
の
で
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
外
人
も
そ
の
論

を
億
一
え
需
し
、
彼
の
公
論
は
少
し
づ
っ
贋
ま
っ
た
。
翌
一
九

O
一
年

露
ん
が
満
洲
か
ら
撤
兵
し
な
い
の
に
誰
も
起
て
之
を
な
じ
る
者
が
喝
な

か
っ
た
の
に
、
彼
は
ひ
と
り
同
志
を
集
め
て
演
説
曾
を
ひ
ら
い
て
、

露
人
の
不
可
を
強
調
し
、
煉
慨
激
目
珂
き
く
者
を
し
て
動
か
さ
や
ノ
に
は

必
か
な
か
っ
た
。
外
人
の
新
聞
も
彼
の
論
を
轄
載
し
て
、
中
固
に
な

LP
こ
の
人
あ
り
、

こ
の
翠
あ
る
は
中
園
亡
び
ざ
る
の
徴
で
あ
る
と
み

-23ー

な
歎
じ
た
と
い
う
。

そ

一
九

O
三
年
陳
翰
の
女
で
三
十
を
ζ

え
て
未
婚
だ
っ
た
者
と
再
婚

し
た
。
康
年
は
四
四
歳
だ
っ
た
。
こ
の
年
一
月
一
日
、
二
日
内
藤
湖

南
は
そ
の
清
園
再
激
に
際
し
、
涯
と
招
宴
を
交
か
し
て
い
る
糊
間
一
明
。

一
九

O
七
年
に
は
北
京
で
「
京
報
」
を
創
刊
し
た
。
蓄
暦
二
月
十

五
日
の
京
報
|
恐
ら
く
こ
れ
が
創
刊
競
で
あ
ろ
う
に
、
正
康
年
は

「
京
報
護
刊
献
言
」
を
の
せ
た
地
時
間
。
文
中
に
い
う
。
庚
子
以
後
北

京
に
日
本
人
の
「
順
天
時
報
」
が
生
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
「
北
京
報
」

「
京
華
報
」
「
中
華
報
」
な
と
こ
十
儀
種
の
新
聞
が
で
き
た
が
、
或
は

起
り
或
は
作
れ
る
有
様
で
あ
る
。
そ
し
て
新
聞
は
多
い
が
時
事
を
深
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く
論
デ
る
も
の
は
な
い
。
た
ま
に
論
A
Y
れ
は
ナ
ぐ
に
符
め
を
ζ

う
む

る
。
土
の
言
を
以
て
闘
を
救
う
こ
と
か
く
の
如
く
難
し
い
。
自
分
は

そ
の
困
難
を
排
し
て
今
日
の
危
念
を
救
う
た
め
に
あ
え
て
言
を
立
て

と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
は
場
翠

喜
の
案
を
論
じ
た
た
め
に
停
刊
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
報
開
学
史
一

四

O
頁

楊
用
平
喜
案
が
と
ん
な
事
件
で
あ
っ
た
の
か
、
東
華
縮
録
な
ど
を
繰
て

ん
と
ナ
る
者
で
あ
る
、

み
た
が
み
あ
た
ら
な
い
。
註
切
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
ζ

の
新
聞
の
停

刊
は
同
年
の
奮
暦
七
月
ど
ろ
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

一
九

O
八
年
「
中
外
日
報
L

は
経
済
が
苦
し
く
な
っ
た
の
で
、
道

台
の
察
乃
憧
に
資
金
援
助
を
仰
い
だ
。
「
報
皐
史
」
か
聞
は
、

ζ

れ
は

我
園
の
報
界
が
政
界
の
援
助
を
受
け
た
は
じ
ま
り
だ
と
い
っ
て
い
る
。

奈
は
其
同
郷
人
沈
仲
赫
を
渡
し
て
監
督
せ
し
め
た
の
で
編
輯
者
は
不

使
を
感
じ
み
ん
な
他
所
へ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
証
康
年
は
そ
こ
で
と

う
と
う
報
館
ぜ
ん
ぷ
を
禁
に
賀
て
し
ま
っ
た
。
ま
も
な
く
賀
行
は
激

減
し
つ
い
に
停
刊
と
な
っ
た
。
年
譜
に
よ
れ
ば
こ
の
年
「
中
外
日
報」

は
南
京
の
政
局
の
腐
敗
を
論
じ
て
大
い
に
や
園
局
の
意
を
損
じ
た
。
蘇

松
太
道
だ
っ
た
茶
乃
埠
は
南
京
の
上
蓋
の
意
に
迎
合
し
て
こ
の
報
館

を
波
収
し
よ
う
と
し
た
の
で
、

注
は
こ
れ
を
底
分
し
て
し
ま
必
う
と

決
心
し

r
た
も
の
ら
し
い
。

「京
報
」

に
証
が
書
い
た
論
説
は
二
三
篇

「
遺
著
」
巻
三
に
収
銑
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一

O
年
十
月
時
比
康
年
一
は
北
京
で
ま
た
五
日
叫
の
「鋳
言
報
」

を
渡
刊
し
た
。
編
輯

・
校
正

・
護
行
、
す
べ
て
自
分
一
人
で
や
っ
た

ら
し
い
。
あ
る
人
が
そ
ん
な
に
し
て
は
あ
な
た
の
持
病
の
隔
疾
に
悪

い
で
し
ょ
う
と
い
う
と
、
康
年
は
苦
笑
し
て
ζ

れ
が
私
の
繋
な
の
で

ナ
と
い

っ
た
と
い
う。

し
か
し
結
局
こ
の
過
労
が
た
た
っ
た
の
だ
ろ

ぅ
。
翌
一
九
一
一
年
武
昌
起
義
を
よ
そ
に
病
が
重
く
な
っ
て
五
二
歳

で
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
奮
暦
九
月
北
京
も
騒
然
と
し
て
き
た
の
で

圧
は
天
津
に
移
り
、
九
月
十
三
日
未
明
K
-な
く
な
っ
た
。
子
が
無
い
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の
で
弟
詰
年
の
子
の
徳
蔚
が
そ
の
嗣
子
と
な
り
、

一
九
一
二
年
夏
蘇

州
の
西
湖
桃
源
嶺
に
葬
ら
れ
た
。
「
鈎
言
報
」
に
圧
が
書
い
た
文
は

最
も
多
く
、

「
遺
著
」
の
巻
四

・
五

・
六
に
わ
た
り
、

一
一
八
篇
に

及
ん
で
い
る
。
(
未
完
)

-Z占
-m雇一
回

ω
「
己
亥
鴻
爪
記
略
」
上
下
を
愛
知
大
皐
の
「
園
際
政
経
事
情
」
一
二
、
二

三
腕
に
、
「
消
図
再
激
記
要」

を
同
誌
二

O
銑

K
、
「
激
消
記
」
を
「
立
命

館
文
皐
」

一
一一一
豆
、
六
、
七
、
九
鋭
に
公
表
。

仰

「
京
報
」
に
つ
い
て
は
文
公
振
の
「
中
園
報
感
史
」
は
あ
ま
り
正
他
な
知

識
を
提
供
し
て
く
れ
な
い
。
一四
O
頁
に
「
注
氏
於
光
紡
三
十
二
年
(
一

九
O
六
)
、
又
創
京
報
於
北
京
。
至
宜
統
元
年
(
一
九
O
九
)
、
以
論
楊
翠
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喜
案
被
封
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
「
中
園
近
代
出
版
史
料
初
編
」
(
八
七

頁
)
も
一
九

O
六
年
創
刊
と
し
て
い

る。

「
遺
著
」
の
年
譜
を
み
て
も
何
故

か
京
報
毅
刊
の
こ
と
は
一
言
も
書
い
て
い
な
い
。
た
だ
「
遺
著
」
の
巻
頭

に
あ
る
唐
文
治
撰
の
「
注
穣
卿
先
生
侍
」

K
は
「
丁
未
(
一
九

O
七
)
設

京
報
於
京
師
」

と
あ
り
、
文
氏
の
記
事
と
一
年
の
差
が
あ
る
。
「
遺
著
」

巻
二
の
「
京
報
稜
刊
献
言
」
は
光
緒
三
三
年
(
一
九

O
七
)
」
一
月
十
五
日

京
報
所
載
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
京
報
」
の
褒
刊
が
一
九

O
七
年
で
あ
る

ζ

と
は
疑
問
の
除
地
が
な
い
。
ま
た
ζ

れ
が
日
刊
紙
で
あ
っ
た
と
と
も
、

「
遺
著
」
に
収
録
さ
れ
た
諸
篇
の
日
付
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
終
刊
の
時
期

に
つ
い
て
は
「
報
皐
史
」
も
「
出
版
史
料
初
編
」
も
一
九

O
九
年
設
だ
が

ζ

れ
は
疑
問
で
あ
る
。
「
遺
著
」
収
録
の
京
報
記
事
の
最
も
hx
そ
い
日
付
は

一
九

O
七
年
六
月
二
九
日
で
あ
る
し
、
年
韓
両
(
宣
統
二
年
の
僚
)
に
も

「京

報
封
を
被
む
る
の
次
年
、
卸
ち
光
緒
三
十
四
年
(
一
九

O
八
)
云
々
」
の
句

が
あ
る
か
ら
、
封
を
被
っ
た
の
は
一
九

O
七
年
に
な
る
。
林
語
堂
の
「
支

那
に
於
け
る
言
論
の
端
技
連
」
(
安
藤
次
郎
・
河
合
徹
課
、
一
九
二
八
年
生
活

社
)
に
は
「
一
九
一
一
年
中
絶
す
」
と
あ
る
が
、
と
れ
は
「
匁
言
報
」
の

停
刊
の
時
期
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
う。

ω「
匁
一
言
報
」
に
つ
い
て
、
え
公
振
の
「
報
皐
史
」
は
「
一
一
一
日
刊
の
濫
組
問
た

り
」
と
い
い
、

「
出
版
史
料
初
編
」
も
三
日
刊
と
し
て
い
る
。

と
ζ

ろ
が

「
遺
著
』
収
録
の
匁
言
報
の
日
付
を
調
べ
る
と
、
す
べ
て
毎
月
の
一
の
日

と
六
の
日
の
も
の
ば
か
り
で
、
貧
は
五
日
刊
だ
っ
た
。
年
譜
宣
統
二
年
の

僚
に
も
月
に
六
紙
を
出
だ
ナ
と
し
て
い

る。

ω新
聞
の
夜
行
部
敏
は
蛍
時
の
中
園
に
h
t

い
て
は
二
三
百
と
い
う
の
が
普
通

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
林
語
堂
は
梁
啓
超
の
「
上
海
間
話
」
か
ら
次
の
よ
う

な
話
を
引
い
て
い
る
。
(
邦
謬

「言
論
の
夜
達
」
一
一
八
頁
)
蛍
時
一
新
聞

の
販
路
は
わ
歩
か
二
三
百
で
、
毎
披
は
紙
一
一
枚
だ
っ
た
か
ら
新
聞
経
晶
画
は

い
と
も
簡
単
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
新
聞
販
荷
風
業
と
い
う
も
の
が
ま
だ
な
か

っ
た
か
ら
、
ま
歩
海
外
用
の
も
の
が
郵
便
局
に
迭
ら
れ
、
漁
約
者
の
家
・
4

K
配
達
さ
れ
た
残
り
は
使
用
人
が
町
の
庖
々
に
押
し
寅
り
に
歩
く
の
だ
っ

た
。
月
末
に
な
る
と
賀
子
は
あ
ち
こ
ち
の
庖
を
雄
縛
を
ふ
る
い
・な
が
ら
集

金
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
乞
食
の
よ
う
だ
つ
た
と
い
う
。
こ
れ
ほ

ど
う
る
さ
が
ら
れ
た
新
聞
を
猿
約
し

τ買
う
の
は
ど
ん
な
人
間
だ
っ
た
ろ

う
か
。
そ
れ
は
外
園
商
人
と
彼
ら
と
取
引
す
る
支
那
商
人
と
だ
っ
た
。
以

上
は
時
務
報
以
前
の
朕
態
だ
が
、
以
後
の
欣
態
に
つ
い
て
は
湖
南
の
「
燕

山
楚
水
」
一

O
五
頁
に
い
う
。
一
八
九
九
年
の
見
聞
で
あ
る
。
「
上
海
の

新
聞
紙
は
漢
英
並
び
に
敏
種
あ
れ
と
一
も
賀
高
の
高
に
上
れ
る
は
あ
ら
歩
。

「
申
報
」
は
古
き
株

Kτ
今
は
其
の
記
事
諭
設
の
更
に
見
祭
え
せ
ざ
る
も

七
千
内
外
の
寅
高
あ
り
。
「
新
聞
報
」
「
中
外
日
報
」
は
ζ

れ
に
次
ぐ
ベ
く

二
千
よ
り
三
千
位
の
聞
な
る
べ
く
、
「
渥
報
」
は
一
千
内
外
、
「
蘇
報
」
は

更
に
少
か
る
べ
し
と
の
事
な
り
。

濁
り
小
新
聞
た
る
「
遊
戯
報
」
の
殻
俸

は
高
以
上

K
至
る。

英
字
の
方
は
「
北
清
日
報
、
ノ

l
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
デ

イ
リ
ー
-
ニ
ュ
ー
ス
」
最
も
多
く
し
て
五
六
百
な
ら
ん
。
チ
ャ
イ
ナ
・
ガ

ゼ
ッ
ト
其
他
は
透
か
に
少
し
と
云
う
。
:
:
:
天
津
の
「
園
聞
報
」
は
か
の

地
方
に
て
濁
占
事
業
の
姿
あ
れ
ば
、
案
外
に
賀
高
多
く
三
千
内
外
な
る
べ

し
。
:
・
・
」
以
上
を
も
っ
て
ナ
れ
ば
、
時
務
報
が
高
を
こ
え
た
の
は
正
に

「
海
内
を
風
鹿
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
ゴ
シ

ッ
プ
新
聞
の
賞
状
に
つ
い
て
は
や
は
り
林
語
堂
は
申
報
館
の
「
最
近

之
五
十
年
」
(
一
九
二
二
年
刊
)
を
引
い
て
い
る
。
「
ζ

の
時
代
の
新
聞
記

事
は
大
概
市
井
の
く
だ
ら
な

い
ゴ
シ
y

プ
で
あ
っ
た
。
記
者
は
閣
家
の
大

問
題
や
大
方
針
に
つ
い
て
報
道
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
た
と
へ

そ

-25 -
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れ
を
傑
報
し
得
て
も
恐
れ
て
溌
去
し
な
か
っ
た
。

・・
記
事
は
普
通
次
の

よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。
第
一
に
勅
令
、

官
鹿
布
告
、
宮
廷
官
街
の
動

静
で
、
こ
れ
は
官
官
〈
の
任
兎
往
来
等
を
官
吏
枇
品
聞
に
却
報
道
す
る
の
を
目
的

と
し
た
。
次
の
部
門
は
各
省
各
地
方
の
ニ

ュ
ー

ス
で
あ
っ
て
、
女
官
試
験

の
謀
日
問
題
と
か
、
窃
盗
、
強
盗
、
火
事
、
飢
降
、
洪
水
或
は
幽
軍
孤
狸

の
話
等
よ
り
な
り
:
・・:
。

一
つ
の
欄
は
詩
文
の
た
め
に
制
聞
か
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は

一
人
の
詩
人
が
何
か
書
け
ば
別
の
詩
人
が
之
に
和
し

τ詩
を
作

り
、
自
分
の
色
事
や
ほ
行
の
話
を
書
き
散
ら
し
て
大
騒
ぎ
で
批
許
し
合
ひ

-
説
者
の
方
は
も
う
あ
さ
あ
き
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
:
:
:
。
ζ

の

他
K
市
況
報
告
、
船
便
の
時
間
表
、
戯
院
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
す
べ
て
康
告

に
類
す
る
も
の
で
、
遊
覧
客
の
漫
遊
案
内
に
役
立
つ
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
0

・
E

」
要
す
る
に
今
日
の
日
本
の
地
方
の
小
都
市
の
小
新
聞
と
同
じ

だ
と
思
え
ば
い
い
。

制
「
集
翠
編
」
は
羅
振
玉
晩
年
の
回
顧
録
で
、
一
九
四
一
年
、
子
の
羅
一隅
顧

に
よ
っ
て
編
纂
刊
行
さ
れ
た
「
貞
松
老
人
選
稿
L

K
収
め
て
あ
る
。
高
官
申

K
綿
密
な
続
振
玉
の
ζ

と
だ
か
ら
、

ζ

の
回
顧
録
も
古
い
こ
と
で
も
な
か

な
か
詳
し
い
の
で
近
代
史
の

一
つ
の
好
資
料
で
あ
ろ
う
。

開
藤
田
剣
山市
博
士
の
ζ

と
は
、
同
博
士
の
池
著
「
東
西
交
渉
史
の
研
究
南
海

箭
」
(
一
九
四
三
年
刊
)
の
巻
頭
の
略
停
(
小
柳
司
気
太
撰
)
・
9
よ
ぴ
「
封

支
回
顧
録
」
下
谷
七
六
八
頁
以
下
の
俸
に
詳
し
い
。
本
文
の
馬
建
忠
一
五
々

の
記
事
は
小
柳
氏
の
略
停
に
よ
っ
た
。

帆直
接
報
館
に
入
て
か
ら
剣
裂
と
羅

振
玉
の
交
際
は
し
だ
い

に
親
密
に
な
り
、
辛
亥
革
命
の
と
き
羅
氏
一
家
に

す
す
め
て
日
本
の
京
都
に
亡
命
さ
し
た
の
も
剣
峯
の
世
話
で
あ
っ
た
。

州
問
東
文
忠
一'祉
で
は
「
藤
田
君
が
激
務
に
任
じ
、
校
費
は
剛院
既
干
報
館
で
捻
嘗
し、

校
務
に
は
郎
子
者
君
が
あ
た
っ
た
。
時
に
中
闘
で
日
本
語
を
教
え
る
皐
校

が
な
か
っ
た
の
で
入
聞
学
者
は
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
田
岡
山
叙
雲
君
を
よ
ん
で

助
教
と
し
、
上
海
副
領
事
諸
井
六
郎
と
書
記
船
津
辰
一
郎
の
二
君
を
義
務

品
組
員
に
任
じ
た
。
こ
の
こ
ろ
東
亜
同
文
曾
長
近
衛
篤
麿
公
と
副
合
長
長
岡

護
美
子
な
と
が
相
つ
い
で
上
海
に
来
り
、
(
一
八
九
九
|

一
九

O
O
)
商
圏

朝
野
の
名
士
の
交
誼
は
深
ま
っ
た
」
と
集
翠
編
は
記
し
て
い
る
。

以
上
の
略
附
聞
に
つ
づ
い
て
、
第
三
設
に
注
康
年
と
張
之
澗
や
淡
町
官
超

・
康

一

有
箆
と
の
関
係
そ
の
他
の
交
友
関
係
を
、
第
四
章
に
涯
の
論
設
の
概
略
を
、

お

さ
ら
に
で
き
た
ら
同
時
期
の
他
の
論
設
と
の
比
絞
な
ど
に
も
及
ぶ
つ
も
り

一

で
あ
っ
た
が
、
夏
休
み
い
ら
い
雑
用
が
集
積
し
て
時
間
の
余
裕
が
な
く
、

今
回
は
と
う
と
う
計
劉
を
果
せ
な
い
こ
と

K
な
フ
て
し
ま
っ
た
。
の
み
な

ら
歩
書
き
上
げ
た
略
俸
に
も
、
も
フ
と
多
く
の
註
を
つ
け
、
少
く
と
も
文

中
に
で
て
く
る
人
名
ぐ
ら
い
は
ぜ
ん
ぷ
附
註
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ

も
で
き
な
か
っ
た
。
綴
稿
の
際
に
、
で
き
れ
ば
補
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(
一
九
五
八

・
一
0
・
一
五
)


